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・麻しんについて（厚生労働省HP）
http://www.mhlw.go.jp/seisakunitsuite/bunya/kenkou_iryou/kenkou/kekkaku-
kansenshou/measles/index.html
・予防接種啓発ポスター（NIID国立感染症研究所）
http://www.nih.go.jp/niid/ja/diseases/ma/measles/221-infectious-
diseases/disease-based/ma/measles/590-cpn08.html

引用：NIID国立感染症研究所HP
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福島県県中保健福祉事務所

                       平成２９年第１3週　県中保健福祉事務所感染症レター　　             (H29.3.27～H29.4.2)

福島県 県中地域 岩瀬地区 石川地区 田村地区
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【感染症発生動向調査】　   ※定点医療機関からの情報をもとに集計  【学校欠席者情報】　※保育園、幼稚園、小中学校、高等学校の欠席者情報です。

県中地区の状況

＜インフルエンザが流行しています。＞
県中地域でインフルエンザの患者数が増加しています。流行の主はA型インフルエンザですが、B型インフルエンザの報告も増えています。B型
は風邪の症状と似ているために本人が気づかず、周囲に感染を拡げてしまう可能性があります。インフルエンザの予防には、石けんと流水による
手洗いが重要です。こまめな手洗いを心掛けましょう。また、人混み等への外出を避け、咳がでている場合にはマスクを着用するようにしましょ
う。乾燥しやすい室内では加湿器等を使って適切な湿度（50～60％）を保つことも効果的です。咳や発熱等の症状がある場合には、早めに医療
機関を受診し､早期発見・早期治療に努めて下さい。

《トピックス》 【麻しん】

麻しんは感染力がきわめて強く、空気感染もするので、手洗い、マスクのみでは十分な予防ができません。特効薬はなく、

重症化し、肺炎や脳炎を起こすこともあるため、あらかじめ予防接種を受けることが大切です。

症状（発熱や咳、鼻水、涙がたくさんでる、目が充血する､発しんなど）があり、感染が疑われる場合は事前に医療機関へ

電話で連絡し、医療機関の指示に従い受診して下さい。麻しんの潜伏期間は10～12日ですので、その期間に海外や人が

多く集まる場所に行っていた場合には特に注意が必要です。また、麻しん患者と接触がある場合にも医療機関に従い、す

ぐに受診してください。


